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　修学の熱意がありながら、経済的理由により学業継続が困難になることは大変残念なことです。経済
面での不安を少しでも解消し、安心して勉学に励むことができるよう、奨学金制度が設けられています。
奨学金の募集については、随時 UNIVERSAL PASSPORT や掲示板等でお知らせしますが、応募の締切
に注意してください。
　また、家計が急変した場合に、応募できる日本学生支援機構奨学金もありますので、所属キャンパス
の学生担当部署で相談してください。

1. 学内奨学金の種類と内容
　大妻女子大学育英奨学金・学校法人大妻学院特別育英奨学金は、学費の支弁が困難になった学生の支
援や、学業奨励のために創立された奨学金です。短大・大学生は採用された年度（12 ヵ月間）に月額
２万円が給付されます。返還義務はありません。募集については UNIVERSAL PASSPORT や掲示板等
でお知らせします。
　ただし、採用に関しては採用人数を定め、選考を行いますので、応募者全員に給付されるとは限りま
せん。採用人数は年度によって異なる場合があります。また、募集対象が限定されている奨学金もあり
ますので、応募の際は注意してください。
※「大妻女子大学育英奨学金」の大学院生の奨学金給付月額は学生担当部署で確認してください。

� （令和元年度実績）
名　称 出願資格 ※いずれにも該当すること 募集対象 選考基準 募集人数 備　考

大妻女子大学
育英奨学金

①学業・人物ともに優れた者
②�学費の支弁が困難な者
③外国人留学生を除く

大学院 成　績
困窮度

博士3名
学校法人大妻学院特別育英
奨学金及び一般財団法人大
妻コタカ記念会育英奨学金
との併用不可
状況により二次募集あり

修士 11 名
①学業・人物ともに優れた者
②�本学入学後に家計支持者が死亡もしく

は長期療養により学費の支弁が困難に
なった者

③外国人留学生を除く

大　学
短　大

成　績
困窮度 33 名

学校法人
大妻学院

特別育英奨学金

①学業・人物ともに優れた者
②�学費の支弁が困難で、勉学意欲の高い

者
③外国人留学生を除く

大学院
大　学
短　大

成　績
困窮度 55 名

大妻女子大学育英奨学金及
び一般財団法人大妻コタカ
記念会育英奨学金との併用
不可

※�令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、例年と異なる臨時対応を行いましたので、令和元年度実績を
記載します。なお、高等教育の修学支援新制度との併用はできません。

2 奨学金・教育ローン
　　 1. 学内奨学金の種類と内容　2. 学外奨学金の種類と内容
　　 3. 日本政策金融公庫の『国の教育ローン』　4. 生活福祉資金貸付制度
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2. 学外奨学金の種類と内容
 1. 日本学生支援機構奨学金 
　日本学生支援機構奨学金は給付型と貸与型の奨学金があります。
　給付型奨学金（返還不要）は「高等教育の修学支援新制度」に該当しますので、142 ページもあわ
せてご確認ください。
　貸与型奨学金は返還義務があります。卒業後に奨学生本人が責任を持ち、何年もかけて月々決まった
金額を返還していくことになります。計画的に貸与金額を決定し、安易に多額の奨学金を借りないよう
注意してください。
　募集については UNIVERSAL PASSPORT や掲示板等でお知らせします。給付型は４月頃および９月
頃、貸与型は４月頃に例年募集を行います。

＜給付型奨学金＞※大学院生は対象外� （令和２年度実績）
採用
種別

申込資格 給付月額 給付期間
※以下は原則です家　計 学　力

在
学
採
用
（
例
年
四
月
・
九
月
に
募
集
）

＜収入基準＞
住民税非課税世帯及びそれに
準ずる世帯であること
＜資産基準＞
学生本人と生計維持者の資産
額の合計が以下の金額未満で
あること
生計維持者２人の場合

2,000 万円
生計維持者１人の場合

1,250 万円

＜1年生＞
次のいずれかに該当する者
・‌�調査書の成績の平均が 3.5 以上

であること
・‌�高等学校卒業程度認定試験合格

者
・‌�学修計画書により学修意欲が確

認できること

＜2年生以上＞
次のいずれかに該当する者
・�本学の成績が本人の所属する学

部（科）の上位1/ ２以内であ
ること

・�標準単位数以上単位を修得し、
かつ学修計画書により学修意欲
が確認できること

上記の他、適格認定における「廃
止」に該当しないこと
※‌�災害、傷病その他のやむを得

ない事由がある場合は、上記
によらない

（　）内は生活保護受給世帯、
社会的養護を必要とする人
の金額

日本学生支援機構
が定めた月～卒業
予定期まで

第
Ⅰ
区
分

自　宅� 38,300 円
� （42,500 円）

自宅外� 75,800 円

第
Ⅱ
区
分

自　宅� 25,600 円
� （28,400 円）

自宅外� 50,600 円

家
計
急
変
採
用

基準は在学採用に同じだが、
家計急変後の収入や最新の課
税証明書によって判定される。
原則として家計が急変してか
ら、３ケ月以内（新入生のうち、
入学前に家計が急変している
場合は入学後速やかに）の申込
が必要。

第
Ⅲ
区
分

自　宅� 12,800 円
� （14,200 円）

自宅外� 25,300 円
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＜貸与型奨学金＞� （令和２年度実績）

採用種別 申込資格 貸与月額 貸与期間
※以下は原則です家　計 学　力

在

学

採

用
（

例

年

四

月

に

募

集

）

第
一
種
（
無
利
子
貸
与
）

申込時の生計維持者（原
則父母※）の年収・所得
金額等から控除額を差し
引いた金額が日本学生支
援機構の定める収入基準
額以下であること等
※‌�大学院生の場合は、本

人および配偶者

＜大・短1年生＞
次のいずれかに該当する者
・‌�調査書の成績の平均が

3.5 以上であること
・‌�高等学校卒業程度認定

試験合格者

＜大・短2年生以上＞
本学の成績が本人の所属
す る 学 部（ 科 ） の 上 位
1/ 3以内であること

※‌�平成 29 年度以降入学
者は、上記を満たさな
い場合でも住民税非課
税や生活保護受給世帯
または社会的養護を必
要とする者であれば申
込可

＜大学院＞
成績が特に優れている等

以下の金額から選択
　　　※１　下記参照

日本学生支援機構が定めた
月～卒業予定期まで

大 

学 

院

博　士� 80,000 円
� 122,000 円

修　士� 50,000 円
� 88,000 円

大　

学

自　宅� 20,000 円～
� 54,000 円

自宅外� 20,000 円～
� 64,000 円

短　

大

自　宅� 20,000 円～
� 53,000 円

自宅外� 20,000 円～
� 60,000 円

第
二
種
（
有
利
子
貸
与
）

�学修に意欲があり学業を
確実に修了できる見込み
があると大学長が認定す
る学生等

以下の金額から選択

希望する月～卒業予定期ま
で

大
学
院

50,000 円～
� 150,000 円

大
学
短
大

20,000 円～
� 120,000 円

緊
急
採
用

第
一
種
（
無
利
子
貸
与
） 12 ヶ月以内に家計が急変（生計維持者が失業、破産、

事故、病気もしくは死亡等、または災害等）し、奨
学金を緊急に必要とすること

在学採用（第一種）に同じ

家計急変の事由が発生した
月以降で希望する月～採用
年度の3月まで
※‌�毎年申請することで原

則、卒業予定期まで継続
可能

応
急
採
用

第
二
種
（
有
利
子
貸
与
）

在学採用（第二種）に同じ

家計急変の事由が発生した
月以降で希望する月～卒業
予定期まで
※‌�家計急変の事由が発生し

た月が採用年度だった場
合、採用年度の4月まで
貸与始期をさかのぼるこ
とが可能

※１　‌�給付型奨学金を受給中の場合は、０円～ 30,300 円の中で支援区分に応じた金額が割り当てられるため、選択でき
ません。

・‌�新入生や編入学生は入学時（編入学時）のみ特別増額貸与奨学金として 100,000 円～ 500,000 円の貸与を受けられる
制度もあります。

・‌�第一種奨学金の貸与を受けている大学院生が、貸与期間中に特に優れた業績をあげた場合、貸与期間終了時に奨学金の
全額もしくは半額免除となる「奨学金返還免除制度」があります。学内で選考を行い優れた大学院生を日本学生支援機
構に推薦します。ただし、推薦者全員が免除になるわけではありません。

◆奨学金の返還方法について◆

　返還は貸与終了の翌月から数えて7ヶ月目の月から、指定した口座（リレー口座）より自動引き落としで行われま
す。返還方法は「月賦」と「月賦・半年賦併用」があります。
　返還金を滞納すると延滞金の加算、連帯保証人や保証人へ返還金の請求、督促や裁判所を通じた法的措置がとられ
る場合があります。やむをえない事由によって返還が困難になった場合は、本人が直接日本学生支援機構に「減額返
還」や「返還期限猶予」の手続をしてください。
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留学のための奨学金
　本学に在学しつつ、海外の大学院や大学等に３ヶ月以上１年以内の留学を希望する学生で日本学生支
援機構が採用候補者と決定した場合に、有利子で奨学金を貸与する「第二種奨学金（短期留学）」（予約
制度）があります。また、学位取得を目的として海外の大学院や大学・短期大学に進学（入学または編
入学）を希望する学生を対象として、有利子で奨学金の貸与を予約する「第二種奨学金（海外）」（予約
制度）があります。
� （令和２年度実績）

名　称 申込資格 募集対象 選考基準 貸与月額 貸与期間

短
期
留
学

（
有
利
子
貸
与
）

第
二
種

3ヶ月以上の短期留学
をする人
※詳細は国際担当部署
に問い合わせてくださ
い

大学院
成績

困窮度

50,000 円～ 150,000 円
から選択 日本学生支援機構で

認められた留学期間大学
短大

20,000 円～ 120,000 円
から選択

海
外

（
有
利
子
貸
与
）

第
二
種

海外の大学等へ進学を
希望する人
※詳細は国際担当部署
に問い合わせてくださ
い

大学院へ進学
成績

困窮度

50,000 円～ 150,000 円
から選択 学位取得のための入学

年月から在籍学校の標
準修業年限の終期まで大学短大へ

進学
20,000 円～ 120,000 円

から選択

※留学時のみ特別増額貸与奨学金として 100,000 円～ 500,000 円の貸与を受けられる制度もあります。

日本学生支援機構の奨学金については、学生担当部署に確認してください。
また下記ホームページをご覧ください。
日本学生支援機構のホームページ　https://www.jasso.go.jp/

 2. 一般財団法人大妻コタカ記念会育英奨学金 
　学費の支弁が困難となった学生の学業奨励のために本学とかかわりの深い学外団体によって設けられ
た奨学金で、返還義務はありません。原則として、採用された年度（12 ヶ月間）に月額２万円が給付
されます。募集については、UNIVERSAL PASSPORT や掲示板等でお知らせします。
　ただし、採用に関しては採用人数を定め、選考を行いますので、応募者全員に給付されるとは限りま
せん。採用人数は、年度によって異なる場合がありますので、応募の際は注意してください。
� （令和２年度実績）

名　称 出願資格 ※いずれにも該当すること 募集対象 選考基準 募集人数 備考
一般財団法人
大妻コタカ

記念会
育英奨学金

①学業・人物ともに優れた者
②学費の支弁が困難で勉学意欲の高い者
③外国人留学生を除く

大学院
大　学
短　大

成　績
困窮度 10 名

原則として他の奨学金の給
付を受けていない者、高等
教育の修学支援新制度との
併用不可

 3. 学校法人大妻学院石間奨学金 
　本奨学金は学校法人大妻学院が有限会社石間企画事務所からの寄付金を資金として、経済的に困窮す
る大妻女子大学、大妻女子大学短期大学部の学費の支弁が困難な最終学年の学生を援助するために、奨
学金を支給するものです。年額 40 万円で返還義務はありません。募集については、UNIVERSAL 
PASSPORT や掲示板等でお知らせします。
� （令和２年度実績）

名　称 出願資格 ※いずれにも該当すること 募集
対象

選考
基準 募集人数 備考

学校法人
大妻学院

石間奨学金

①学業、人物ともに優れ、経済的に困窮している者
②卒業見込資格を取得した者（最終学年の者）
③標準修業年限を超過していない者
④外国人留学生は除く

大学
短大

成績
困窮度 1名

他の奨学金との併用可
ただし、一般財団法人大
妻コタカ記念会育英奨学
金との併用不可
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 4. 多摩未来奨学金 
　多摩地域の企業が出資し、ネットワーク多摩加盟大学に通学し、多摩地域在住または多摩地域のキャ
ンパスに通学する学生に 30 万円を当該年度に給付する奨学金制度です。採用された学生は多摩地域を
活性化させるイベントに参加します。詳細は多摩校学生・就職支援グループにお問い合わせください。

 5. 各種奨学金 
　本学に募集依頼がある奨学金は、随時 UNIVERSAL PASSPORT や掲示板等でお知らせします。その
他、本学に募集依頼のない奨学金も多くありますので、各自でホームページを検索し確認してください。

（1）　各地方自治体の奨学金
　　‌�　在学中に貸与・給付を行うだけでなく条件により、就職後、日本学生支援機構貸与型奨学金等の

返還を支援する自治体もあります。
（2）　民間育英団体の奨学金
（3）　‌�介護福祉士等修学資金（対象は人間福祉学科介護福祉士養成課程に登録済の学生）
　　‌�　各都道府県の社会福祉協議会等が問い合わせ窓口になります。詳細は、学科の教員または多摩校

学生・就職支援グループにお問い合わせください。

3. 日本政策金融公庫の『国の教育ローン』
　手続きはインターネットや郵送、日本政策金融公庫（通称：日本公庫）の各支店で行っています。
　保護者が申込み手続をおこないます。また、日本学生支援機構の奨学金と併用できます。

国の教育ローンの概要
【対　　　象】保護者の世帯年収（所得）が次表の金額以内の方

子供の人数 給与所得者 事業所得者 備考
1人 790 万円以内 590 万円以内 緩和条件あり
2人 890 万円以内 680 万円以内 緩和条件あり
3人 990 万円以内 770 万円以内

（注）扶養している子供の人数によります。
　　  上記の表以外の条件や詳細については、日本政策金融公庫に問い合わせてください。

【融資限度額】学生１人につき 350 万円以内（条件を満たす場合は、450 万円以内）
【利　　　率】借入時の利率が完済まで適用される固定金利
【返 済 期 間】‌�15 年以内（交通遺児家庭、母子・父子家庭または世帯年収 200 万円（所得 122 万円）

以内の方等は 18 年以内）
【返 済 方 法】‌�元利均等返済（元金と利息を合わせた毎月の返済額が一定）ボーナス月の増額返済も可

能です。また、在学期間中は元金を据置いて利息のみの返済とすることもできます。
【問い合わせ】専用ダイヤル　教育ローンコールセンター　0570-008656 
 　　　　　　  または 03-5321-8656 にかけてください。

【ホームページ】https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/ippan.html 
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4. 生活福祉資金貸付制度
　「生活福祉資金貸付制度」は、都道府県社会福祉協議会が実施する貸付金制度です。所得の少ない世帯、
障害者や日常生活上療養または介護を要する高齢者等のいる世帯に対して、その世帯の生活を経済的に
支えることを目的にしています。
　教育支援資金は、生活福祉資金のなかの一資金です。修学する本人が資金の借受人になり、世帯の生
計中心者の方が連帯借受人となって資金を借り受けて修学し、卒業してから返済が開始となります。
借入れの相談は居住地域の市区町村社会福祉協議会に問い合わせてください。




